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編 集 後 記

f西洋古代史研究j第6号をお届けいたします。今号は巻頭に，ケンブリッジ大学古典学部上級講師

でローマ史研究者のジョン・パターソン博士の本年 3月4日京都大学での講演に基づいた論文を，藤

井崇氏の訳と解説で掲げました。藤井氏はケンブリッジ大学留学中にバターソン博士の指導を受けて

おり，博士来日時の講演会でも活躍してくれました。

編集子は本年 6月はじめから 9月末までケンブリッジに滞在し， Iローマ帝国の終湾」に関する研究

に従事しておりました。この間，京都大学文学研究科の21世紀COEプログラムが， I人文学の統合一一一

古典学と哲学の役割」というテーマの国際シンポジウムを，ケンブリッジ大学古典学部を会場として

開催することになり，編集子は現地でその準備もおこないましたが，パターソン博士にはその際たい

へんお世話になり，おかげでシンポジウムは 9月25日に多くの方々にご参加いただき，無事実施する

ことができた次第です。

編集子はこのケンブリッジ・シンポジウムで，日本の西洋古代史研究の歩みを話しました。近年の

西洋史学界では，日本入学生や教員のヨーロッパ留学や学会参加はもちろんのこと，上記のようにヨ

ーロッパで研究集会を主催することも珍しくなくなってきておりますが，こうした一見「国時化jし

たように見える状況の中で，編集子はむしろ日本人の研究者にふさわしい仕事とは何かを考え続けて

おります。歴史学という研究者の立場に拘束されざるをえない，それ故にまた多様な解釈と学問の進

展が大いに可能なこの学問において，日本人歴史研究者は欧米研究者に追随する仕事ではなく，自身

の境涯に即した研究をし，かっそれを欧米研究者に伝えてこそ，真の学問的国際化に貢献できるので

は，などとケンブリッジで考えておりました。読者の皆様はいかがお考えでしょうか。

(南川高志)
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